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事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
検
診

3
月
7
日

　
（
水
）

午
後
－
時

～
－
時
半

＋
日
町
公
民
館

53
年
n
月

生
れ
の
人

域全

い七
』だ／

￥の月当該もてくなが知通人個

1
歳
6
ヵ
月

児
検
診

3
月
9
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

＋
日
町
公
民
館

52
年
9
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

3
月
14
日

　
（
水
）

午
後
－
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

50
年
9
月

生
れ
の
人

離
乳
食
実
習

並
び
に

育
児
相
談

3
月
2
3
日

　
（
金
）

午
後
－
時

～
2
時

＋
日
町
公
民
館

53

年
7
月

～
8
月
生

れ
の
人

量
日
　
　
・
川

塗
六
箇
夫

井
田
・
新
座

区

3
月
％
日

　
（
月
）

水
沢
出
張
所

生
後
12
カ

月
ま
で
の

人

水
沢
地
区

3
月
艀
日

　
（
火
）

中
条
公
民
館

中
条
地
区

3
月
兇
日

　
（
水
）

吉
田
出
張
所

吉
田
地
区

3
月
2
9
日

　
（
木
）

下
条
公
民
館

下
条
地
区

㎜
　
3
月
の
休
日
救
急
医

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

…
4
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

…
　
　
　
　
　
奮
2
の
2
1
7
4
番
…

ガ
日
富
田
医
院
（
神
明
町
二

㎜
　
　
穿
の
3
2
6
9
蚤

皿
1
8
日
中
条
病
院
（
北
原
）
　
…

｝
　
　
サ
の
3
0
1
8
番

…
21
日
大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
…

…
（
春
分
の
旦
　
　
盈
2
の
2
9
5
7
番
…

皿
2
5
日
　
山
ロ
医
院
（
ド
条
中
央
通
）
…

…
　
　
　
　
B
5
の
2
0
0
3
番

幡
田
町
　
▼
三
月
十
三
目
㈹
　
午
後

一
時
半
～
午
後
三
時
半
ま
で
　
高
田

町
四
丁
目
・
高
田
町
三
丁
目
西
．
春

日
町
一
丁
目
の
各
一
部

ゆずゆま

す
・
ゆ
す
つ
て
く
泥
窓
鋤

　
　
◆
藪
轟
欝
籔
畿
懇
纏
受
付
分
　
霧
獲
饗
は
報
舞
所
癒
簸
隷
擁
欝
叢
．
、

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
三
月
二
日
囲
　
午
前
八
時
半
～

午
後
一
時
ま
で
　
中
条
旭
町
．
中
町
．

下
町
・
島
・
峠
の
各
一
部
、
中
条
新

田
、
北
原
、
上
新
田
、
原
、
廿
日
城
、

下
条
栄
町
の
一
部
、
山
際
、
岩
野

▼
三
月
五
日
側
　
午
前
九
時
～
午
後

一
時
ま
で
　
川
治
上
町
の
一
部
、
中

村
、
山
谷
、
麻
畑
、
田
麦
、
ニ
ツ
屋
、

船
坂
、
池
沢
、
野
中
、
当
間
、
鍬
柄

沢
、
塩
ノ
又
　
▼
三
月
十
三
日
図

午
前
九
時
～
午
前
十
一
時
ま
で
　
八

　
昭
和
五
十
四
年
の
百
日
咳
、

ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
三
種

混
合
一
期
の
二
回
目
と
二
期

の
予
防
接
種
を
左
表
の
日
程

で
実
施
し
ま
す
．

◎
該
当
者
　
　
一
期
：
・
昭
和

五
十
一
年
四
月
二
日
～
五
十

二
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
。
二
期
…
昭
和
四
十

九
年
十
月
一
日
～
五
十
一
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
前

年
一
期
が
完
了
し
て
い
る
人
。

◎
接
種
方
法
　
一
期
…
約
一
ヵ
月
問

実
施
地
区
名

月
　
．
　
日

受
　
　
付
　
　
時
　
　
間

実
施
会
場

川
　
治
　
地
　
　
区

（
高
田
町
4
・
5
丁
目
を
除
く
）

六
　
箇
　
全
　
区

二
期
該
当
者
の
み

3
月
2
3
日
樹

午
後
1
時
40
分
～
2
時
30
分

川
治
公
民
館

ド
　
条
　
　
全
　
区

3
月
2
7
日
図

午
後
－
時
30
分
～
2
時

下
条
公
民
館

中
　
　
条
　
全
　
　
区

中
条
公
民
館

吉
　
田
　
全
　
区

3
月
28
日
因

午
後
1
時
4
0
分
～
2
時
30
分

吉
田
出
張
所

十
　
日
　
町
　
地
　
区

（
個
道
よ
り
東
側
地
区
）

新
座
・
大
井
田
地
区

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

水
　
沢
　
全
　
区

3
月
2
9
日
因

午
後
1
時
30
分
～
2
時
1
5
分

水
沢
出
張
所

川
　
治
　
地
　
区

（
高
田
町
4
・
5
丁
目
除
く
）

六
　
箇
　
全
　
区

午
後
1
時
40
分
～
2
時
3
0
分

川
治
公
民
館

十
　
日
町
　
地
　
区

（
国
道
よ
り
西
側
地
区
）

高
田
町
4
・
5
丁
目

3
月
30
日
團

午
後
1
時
4
0
分
～
2
時
30
分

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

類
談
で

附
で
三
回
受
け
る
。
二
期
…
一
期
三

回
を
完
了
し
て
一
年
後
に
も
う
一
回

接
種
を
受
け
る
。

　
※
一
期
の
三
回
を
受
け
る
こ
と
で

基
礎
免
疫
が
で
き
二
期
と
し
て
四
回

目
を
受
け
る
と
免
疫
が
よ
り
強
く
な

り
ま
す
。

◎
接
種
前
の
注
意
　
①
前
日
入
浴
を

さ
せ
、
清
潔
な
肌
着
を
き
せ
ま
し
ょ

う
。
②
接
種
日
の
朝
、
体
温
測
定
を
忘

れ
ず
に
。
③
印
か
ん
、
母
子
手
帳
を

忘
れ
ず
に
。
④
有
熱
者
、
病
後
衰
弱

の
著
し
い
人
、
そ
の
他
医
師
が
不
適

と
認
め
た
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

⑤
問
診
票
は
当
日
責
任
を
も
っ
て
正

確
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
．

■市勢／人口・…50，278人（男24，663・女25，615人）／世帯数一II・954／面積・…21L44k㎡（1月旧現在）

○
：

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
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消
し
た
憾
冒
消
兎
た
憾
冒
”
5
山
の
火
廓

　
四
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
、
春
の

火
災
予
防
運
動
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
、
特
に
空
気
が
乾
燥

し
、
春
一
番
が
吹
き
あ
れ
大
規
模
火

災
発
生
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

今
年
は
異
常
小
雪
の
た
め
雪
消
え
が

早
く
、
山
菜
と
り
の
シ
ー
ズ
ン
も
間

近
で
す
。
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
や
、

た
き
火
の
不
始
末
に
よ
る
山
火
事
の

心
配
も
あ
り
ま
す
。
一
人
く
が
火

の
元
を
確
認
し
、
非
惨
な
焼
死
事
故

や
貴
重
な
財
産
の
焼
失
を
未
然
に
防

止
し
た
い
も
の
で
す
。
な
お
、
期
間

中
、
事
業
所
、
危
険
物
施
設
の
ほ
か

一
般
住
宅
に
も
消
防
職
員
、
団
員
が

予
防
査
察
に
伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
の
運
動
の
重
点
は

　
q
b
幼
児
、
老
人
、
身
体
不
自
由
者

等
を
中
心
と
し
た
焼
死
防
止
対
策
の

徹
底
　
ω
異
常
乾
燥
時
及
び
強
風
時

の
火
災
発
生
防
止
対
策
の
推
進

⑥
地
震
災
害
に
対
す
る
防
火
対
策
の

確
立
　
ω
雑
居
ビ
ル
等
の
自
主
防
火

管
理
体
制
の
確
立
が
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
同
時
に
行
わ
れ
る
「
山

　　マκ　レ．ム＿　13ψ）

擁翻囎φ㊨圏膨
　3月17日、市民会館ホールで“天神林

どい”がありました。青年学級郷土コース

師大島伊一さん）の皆さんの2年間の研

告と、市内5地区の天神林の実演、竹内

謡研究家）さんの講演があり、会場には

民に最も親しまれている天神林のルーツ

ぐろうと、多くの市民がつめかけました

　
　
　
　
薄
報
民
市

齢
　
　
　
の

　
　
　
林
ス
研
　
　
ま

　
　
　
神
　
　
　
竹

　
　
　
天
　
　
間
　
　
場

　
　
　
、
　
　
　
　
演
会

㊨
．
雛
慧

＠
ホ
青
さ
神
が

　
　
”
館
　
　
皆
天
、
、

火
事
予
防
運
動
」
で
は
　
U
た
き
火

の
後
始
末
を
完
全
に
　
ω
た
ば
こ
の

吹
殻
は
必
ず
消
す
　
⑥
車
か
ら
た
ば

こ
の
吸
殻
を
投
げ
捨
て
な
い
　
働
強

風
、
乾
燥
時
及
び
枯
れ
草
等
の
あ
る

急
険
な
場
所
で
は
マ
ッ
チ
の
使
用
や
、

た
き
火
は
努
め
て
避
け
る
こ
と
な
ど

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

火
災
予
防
意
識

　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　
市
消
防
本
部
で
は
、
春
の
火
災
予

防
運
動
実
施
期
間
中
に
、
火
災
予
防

意
識
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
調
査
の
対
象
は
市
内
の
全
世

帯
で
す
。
期
間
中
に
、
各
分
団
の
団

員
が
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
布
、
嘱

託
員
さ
ん
が
回
収
し
ま
す
の
で
ご
協

力
く
だ
さ
い
．
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容

は
、
タ
バ
コ
、
暖
房
器
具
、
灯
油
、

消
火
器
、
避
難
器
具
に
つ
い
て
な
ど
、

皆
さ
ん
の
火
災
予
防
の
身
近
な
問
題

に
つ
い
て
で
す
。
調
査
の
結
果
は
、

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
の
防
火
対
策
の
一
助
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ

に注意と徐行

●運動の重点●
★新入学（園）児童の事故防止

★母と子の交通安全教育の充実

★スクールゾーン内の交通安

　全施設の点検整備

串ゆ

鞠
日
童
運

4
新
交
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市長　4月12日告示
市議選4月22日投票

県議選篇昌籐

ゆ
票
を
行
使
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ゆ
　
四
月
は
、
統
一
地
方
選
挙
の
月
で
す
。
投
票
日
は
、
県
議
選

ゆゆ
が
四
月
八
日
、
市
長
、
市
議
選
が
四
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
ま

ゆゆ
す
。
ど
ち
ら
の
選
挙
も
私
た
ち
の
生
活
に
直
接
つ
な
が
る
大
切

ゆ
な
選
挙
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
政
治
を
任
せ
る
人
を
選
ぶ
に
あ
た
っ

ゆゆ
て
、
わ
た
し
た
ち
は
冷
静
に
悔
い
の
な
い
一
票
を
投
じ
た
い
も

ゆゆ
の
で
す
。

噂ゆ
　
明
日
の
暮
ら
し
を
良
く
す
る
た
め
に
、
あ
な
た
の
貴
重
な
一

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

県
議
会
議
員
選
挙

　
県
議
会
議
員
選
挙
は
四
月
八
日
㈲
で

す
。
こ
の
選
挙
に
投
票
で
き
る
人
は

三
月
十
二
日
現
在
で
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
た
人
で
す
。
登
録
資
格
は

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
十
二
日
ま
で

に
十
日
町
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
、
引
き
続
き
十
日
町
市
に
居

住
し
て
い
る
人
で
、
四
月
八
日
ま
で

　立合演説会
県議　4月5日　午後7時
　　水沢小体育館
　　　4月6日　午後7時
　　　十日町市民体育館
市長　4月17日（火）午後7時
　　　下条小体育館
　　　4月18日（水）午後7時
　　水沢小体育館
　　　4月19日（木）午後7時
　　＋日町市民体育館　」

に
満
二
十
歳
（
昭
和
三
十
四
年
四
月

九
日
以
前
生
ま
れ
）
に
な
っ
た
人
で

す
。

　
投
票
所
入
場
券
は
、
四
月
｝
日
頃
、

市
政
事
務
嘱
託
員
さ
ん
を
通
じ
て
配

布
す
る
予
定
で
す
。

居
住
証
明
書
を
忘
れ
ず
に

　
十
二
月
十
三
目
以
降
、
十
日
町
市

に
転
入
し
た
人
で
、
前
の
住
所
地
の

投
票
所
で
投
票
す
る
人
は
、
十
日
町

市
長
の
発
行
す
る
居
住
証
明
書
を
持

参
し
投
票
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
．

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳩

鐸
　
投
票
時
間
　
　
　
　
　
W

オ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ

（
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い
ら
投
票
が
は
じ
ま
り
ま
す
．
閉
じ
い

～
る
時
間
は
投
票
所
ご
と
に
違
い
ま
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今
回
の
統
一
地
方
選
挙
か
ら
、
左
表
の
と
お
り
投
票
所
お
よ
び

投
票
区
域
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。
入
場
券
を
確
認
し
て
間
違

い
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

投
票
区
名

投
票
所
名

投
票
に
参
集
す
べ
き
区
域

第
　
　
三

西
　
小
　
学
　
校

本
町
五
丁
目
、
上
川
町
、
本
町
六
丁
目
一
、

二
、
、
、
、
シ
ル
ク
、
西
浦
町
東
、
西
浦
町

西
、
八
幡
田
町
、
西
本
町
二
、
ド
川
原
町
、

昭
和
丁
四
丁
目
、
旭
町
、
稲
荷
町
一
、
二
、

　
一
丁
目
南
、
北
、
東
、
本
通
り
、
稲
荷
町

西
、
稲
荷
町
四
丁
目
、
西
本
町
】
、

千
代
田
町

第
　
　
九

中
条
地
区
公
民
館

新
　
座
　
分
　
館

新
座
一
、
二
、
…
、
一
、
本
町
七
丁
目
一
、
二
、

睦
社
、
三
和
町

第
二
十
八

吉
田
集
会
所

稲
葉
、
吉
田
山
谷
、
小
泉
第
一
、
第
一
、
、

第
．
．
（
浅
河
原
を
除
く
）

第
三
十
五

ド
条
地
区
公
民
館

下
　
組
　
分
　
館

新
保
、
水
口
、
ド
山
、
新
光
寺

市
　
　
　
長

市
議
会
議
員

　
市
長
、
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票

日
は
四
月
二
十
二
目
側
で
す
。

　
こ
の
選
挙
に
投
票
で
き
る
人
は
、
四

月
十
日
現
在
で
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
た
人
で
、
登
録
資
格
は
、
昭
和
五

十
四
年
一
月
十
日
ま
で
に
十
日
町
市

に
居
住
し
て
い
て
、
四
月
二
十
二
日

ま
で
に
満
二
十
歳
に
な
っ
た
人
で
す
。

　
投
票
の
順
序
は
市
長
、
市
議
の
順

で
す
．
投
票
用
紙
は
、
市
長
が
「
白

地
に
黒
刷
り
」
で
、
候
補
者
の
氏
名

が
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
投
票

し
よ
う
と
思
う
人
の
欄
に
備
え
つ
け

選

挙

の
ゴ
ム
印
で
○
の
記
号
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。
（
記
号
式
投
票
）

　
市
議
会
議
員
の
投
票
用
紙
は
、

「
赤
地
に
黒
刷
り
」
で
す
。
投
票
し
よ

う
と
思
う
候
補
者
の
名
前
を
一
人
だ

け
書
い
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

選挙についてのお問いあわせはB7－3111番（内線269）へ。
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投
票
は
、
投
票
日
に
、
有
権
者
が
投
票
所
に
行
っ
て
、
直
接
自

分
で
投
票
す
る
の
が
原
則
で
す
。

　
し
か
し
、
や
む
を
得
な
い
特
別
の
事
情
で
投
票
目
に
自
分
で
投

票
で
き
な
い
人
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
制
度
を
利
用
し
て
棄
権
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　
投
票
日
の
当
目
、
旅
行
や
病
気
、

そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
で
、

自
ら
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
．

　
各
選
挙
と
も
、
告
示
の
日
か
ら
投

票
日
の
前
目
ま
で
で
、
時
間
は
毎
日

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で
で
す
。

　
市
役
所
三
階
の
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
で
受
け
つ
け
て
い
ま
す
の
で

印
鑑
を
持
参
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
県
議
会
議
員
選
挙
の
場
合

で
、
県
内
の
他
市
町
村
に
転
出
し
て

引
き
続
き
そ
の
市
町
村
に
居
住
し
て

い
る
人
は
そ
の
市
町
村
の
「
引
き
続

き
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
を

添
え
て
不
在
者
投
票
用
紙
を
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

　
出
稼
ぎ
等
に
行
か
れ
た
人
の
不
在

者
投
票
は
早
目
に
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
不
在
者
投
票
の
請
求
は
宣
示
前
で

も
で
き
ま
す
。

　
身
体
に
重
度
の
障
害

の
あ
る
か
た
は
、
郵
便
に

よ
っ
て
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者

投
票
の
で
き
る
人
は
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
で
左
記
に
該

当
す
る
人
で
す
。

　
対
象
の
範
囲

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者

投
票
の
で
き
る
人
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
で
、
①
別
表
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
　
②
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
で
、
障
害
の
程
度
の
明

記
は
な
い
が
、
別
表
に
掲
げ
る
障
害

と
同
程
度
で
知
事
か
ら
書
面
で
証
明

さ
れ
て
い
る
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
郵
便
投
票
証
明
書
交
付
申
請
書

（
選
管
事
務
局
に
あ
り
ま
す
）
は
、
必

ず
本
人
が
氏
名
を
書
い
て
、
身
体
障

害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
手
帳
を
添

え
て
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
郵
便
投

票
証
明
書
の
交
付
を
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
投
票
日
の
四
日
前
ま
で
に

　
選
挙
の
投
票
日
の
四
日
前
ま
で
に

こ
の
証
明
書
を
提
示
し
、
請
求
す
れ

ば
投
票
用
紙
、
封
筒
を
お
送
り
し
ま

す
。

　
　
投
票
の
方
法
は

　
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
名
前
を
必

ず
本
人
が
書
き
、
こ
れ
を
投
票
用
封

筒
に
入
れ
、
封
を
し
、
封
筒
の
表
面

に
、
今
い
る
場
所
、
年
月
日
、
氏
名

を
記
入
し
、
こ
の
封
筒
を
、
他
の
適

当
な
封
筒
に
入
れ
て
封
を
し
「
投
票

用
紙
在
中
」
と
は
っ
き
り
書
い
て
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
に
必
ず
郵
便
で

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

手
帳
の
種
類

障
害
の
部
位

障
害
の
程
度

身
体
障
害
者
手
帳

両
下
肢
も
し
く
は
体
幹
の

障
害

一
級
も
し
く
は
二
級

心
臓
、
じ
ん
臓
も
し
く
は

呼
吸
器
の
障
害

一
級
も
し
く
は
三
級

戦
傷
病
者
手
帳

両
下
肢
も
し
く
は
体
幹
の

障
害

特
別
項
症
か
ら
第
二
項
症

ま
で

心
臓
、
じ
ん
臓
も
し
く
は

呼
吸
器
の
障
害

特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症

ま
で

　
身
体
の
故
障
な
ど
の
た
め
、
自
分

で
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を
書

く
こ
と
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、

代
理
投
票
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
代
理
投
票
を
さ
れ
る
か
た
は
、
選
挙

の
当
目
、
投
票
所
の
係
員
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。
二
人
の
投
票
補
助
者

が
決
め
ら
れ
、
一
人
が
お
聞
き
し
た

候
補
者
の
名
前
を
代
筆
し
、
他
の
一

人
が
そ
れ
に
立
ち
会
っ
て
確
認
し
、

代
理
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
投
票
を
補

助
し
た
二
人
は
、
そ
の
秘
密
を
守
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
選
挙

人
の
投
票
秘
密
は
保
障
さ
れ
ま
す
。

　
目
の
不
自
由
な
か
た
は
、
点
字
に

よ
っ
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
日
の
当
日
、
遠
慮
な
く
係
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
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市長　4月12日告示
市議選4月22日投票

県議選篇昌籐

ゆ
票
を
行
使
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ゆ
　
四
月
は
、
統
一
地
方
選
挙
の
月
で
す
。
投
票
日
は
、
県
議
選

ゆゆ
が
四
月
八
日
、
市
長
、
市
議
選
が
四
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
ま

ゆゆ
す
。
ど
ち
ら
の
選
挙
も
私
た
ち
の
生
活
に
直
接
つ
な
が
る
大
切

ゆ
な
選
挙
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
政
治
を
任
せ
る
人
を
選
ぶ
に
あ
た
っ

ゆゆ
て
、
わ
た
し
た
ち
は
冷
静
に
悔
い
の
な
い
一
票
を
投
じ
た
い
も

ゆゆ
の
で
す
。

噂ゆ
　
明
日
の
暮
ら
し
を
良
く
す
る
た
め
に
、
あ
な
た
の
貴
重
な
一

ゆ
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県
議
会
議
員
選
挙

　
県
議
会
議
員
選
挙
は
四
月
八
日
㈲
で

す
。
こ
の
選
挙
に
投
票
で
き
る
人
は

三
月
十
二
日
現
在
で
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
た
人
で
す
。
登
録
資
格
は

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
十
二
日
ま
で

に
十
日
町
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
、
引
き
続
き
十
日
町
市
に
居

住
し
て
い
る
人
で
、
四
月
八
日
ま
で

　立合演説会
県議　4月5日　午後7時
　　水沢小体育館
　　　4月6日　午後7時
　　　十日町市民体育館
市長　4月17日（火）午後7時
　　　下条小体育館
　　　4月18日（水）午後7時
　　水沢小体育館
　　　4月19日（木）午後7時
　　＋日町市民体育館　」

に
満
二
十
歳
（
昭
和
三
十
四
年
四
月

九
日
以
前
生
ま
れ
）
に
な
っ
た
人
で

す
。

　
投
票
所
入
場
券
は
、
四
月
｝
日
頃
、

市
政
事
務
嘱
託
員
さ
ん
を
通
じ
て
配

布
す
る
予
定
で
す
。

居
住
証
明
書
を
忘
れ
ず
に

　
十
二
月
十
三
目
以
降
、
十
日
町
市

に
転
入
し
た
人
で
、
前
の
住
所
地
の

投
票
所
で
投
票
す
る
人
は
、
十
日
町

市
長
の
発
行
す
る
居
住
証
明
書
を
持

参
し
投
票
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
．
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ら
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い

～
る
時
間
は
投
票
所
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嚢
　　　　　　　雛　　　　賑　　馨弩擦

　
今
回
の
統
一
地
方
選
挙
か
ら
、
左
表
の
と
お
り
投
票
所
お
よ
び

投
票
区
域
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。
入
場
券
を
確
認
し
て
間
違

い
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

投
票
区
名

投
票
所
名

投
票
に
参
集
す
べ
き
区
域

第
　
　
三

西
　
小
　
学
　
校

本
町
五
丁
目
、
上
川
町
、
本
町
六
丁
目
一
、

二
、
、
、
、
シ
ル
ク
、
西
浦
町
東
、
西
浦
町

西
、
八
幡
田
町
、
西
本
町
二
、
ド
川
原
町
、

昭
和
丁
四
丁
目
、
旭
町
、
稲
荷
町
一
、
二
、

　
一
丁
目
南
、
北
、
東
、
本
通
り
、
稲
荷
町

西
、
稲
荷
町
四
丁
目
、
西
本
町
】
、

千
代
田
町

第
　
　
九

中
条
地
区
公
民
館

新
　
座
　
分
　
館

新
座
一
、
二
、
…
、
一
、
本
町
七
丁
目
一
、
二
、

睦
社
、
三
和
町

第
二
十
八

吉
田
集
会
所

稲
葉
、
吉
田
山
谷
、
小
泉
第
一
、
第
一
、
、

第
．
．
（
浅
河
原
を
除
く
）

第
三
十
五

ド
条
地
区
公
民
館

下
　
組
　
分
　
館

新
保
、
水
口
、
ド
山
、
新
光
寺

市
　
　
　
長

市
議
会
議
員

　
市
長
、
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票

日
は
四
月
二
十
二
目
側
で
す
。

　
こ
の
選
挙
に
投
票
で
き
る
人
は
、
四

月
十
日
現
在
で
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
た
人
で
、
登
録
資
格
は
、
昭
和
五

十
四
年
一
月
十
日
ま
で
に
十
日
町
市

に
居
住
し
て
い
て
、
四
月
二
十
二
日

ま
で
に
満
二
十
歳
に
な
っ
た
人
で
す
。

　
投
票
の
順
序
は
市
長
、
市
議
の
順

で
す
．
投
票
用
紙
は
、
市
長
が
「
白

地
に
黒
刷
り
」
で
、
候
補
者
の
氏
名

が
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
投
票

し
よ
う
と
思
う
人
の
欄
に
備
え
つ
け

選

挙

の
ゴ
ム
印
で
○
の
記
号
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。
（
記
号
式
投
票
）

　
市
議
会
議
員
の
投
票
用
紙
は
、

「
赤
地
に
黒
刷
り
」
で
す
。
投
票
し
よ

う
と
思
う
候
補
者
の
名
前
を
一
人
だ

け
書
い
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

選挙についてのお問いあわせはB7－3111番（内線269）へ。
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投
票
は
、
投
票
日
に
、
有
権
者
が
投
票
所
に
行
っ
て
、
直
接
自

分
で
投
票
す
る
の
が
原
則
で
す
。

　
し
か
し
、
や
む
を
得
な
い
特
別
の
事
情
で
投
票
目
に
自
分
で
投

票
で
き
な
い
人
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
制
度
を
利
用
し
て
棄
権
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　
投
票
日
の
当
目
、
旅
行
や
病
気
、

そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
で
、

自
ら
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
．

　
各
選
挙
と
も
、
告
示
の
日
か
ら
投

票
日
の
前
目
ま
で
で
、
時
間
は
毎
日

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で
で
す
。

　
市
役
所
三
階
の
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
で
受
け
つ
け
て
い
ま
す
の
で

印
鑑
を
持
参
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
県
議
会
議
員
選
挙
の
場
合

で
、
県
内
の
他
市
町
村
に
転
出
し
て

引
き
続
き
そ
の
市
町
村
に
居
住
し
て

い
る
人
は
そ
の
市
町
村
の
「
引
き
続

き
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
を

添
え
て
不
在
者
投
票
用
紙
を
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

　
出
稼
ぎ
等
に
行
か
れ
た
人
の
不
在

者
投
票
は
早
目
に
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
不
在
者
投
票
の
請
求
は
宣
示
前
で

も
で
き
ま
す
。

　
身
体
に
重
度
の
障
害

の
あ
る
か
た
は
、
郵
便
に

よ
っ
て
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者

投
票
の
で
き
る
人
は
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
で
左
記
に
該

当
す
る
人
で
す
。

　
対
象
の
範
囲

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者

投
票
の
で
き
る
人
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
で
、
①
別
表
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
　
②
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
で
、
障
害
の
程
度
の
明

記
は
な
い
が
、
別
表
に
掲
げ
る
障
害

と
同
程
度
で
知
事
か
ら
書
面
で
証
明

さ
れ
て
い
る
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
郵
便
投
票
証
明
書
交
付
申
請
書

（
選
管
事
務
局
に
あ
り
ま
す
）
は
、
必

ず
本
人
が
氏
名
を
書
い
て
、
身
体
障

害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
手
帳
を
添

え
て
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
郵
便
投

票
証
明
書
の
交
付
を
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
投
票
日
の
四
日
前
ま
で
に

　
選
挙
の
投
票
日
の
四
日
前
ま
で
に

こ
の
証
明
書
を
提
示
し
、
請
求
す
れ

ば
投
票
用
紙
、
封
筒
を
お
送
り
し
ま

す
。

　
　
投
票
の
方
法
は

　
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
名
前
を
必

ず
本
人
が
書
き
、
こ
れ
を
投
票
用
封

筒
に
入
れ
、
封
を
し
、
封
筒
の
表
面

に
、
今
い
る
場
所
、
年
月
日
、
氏
名

を
記
入
し
、
こ
の
封
筒
を
、
他
の
適

当
な
封
筒
に
入
れ
て
封
を
し
「
投
票

用
紙
在
中
」
と
は
っ
き
り
書
い
て
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
に
必
ず
郵
便
で

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

手
帳
の
種
類

障
害
の
部
位

障
害
の
程
度

身
体
障
害
者
手
帳

両
下
肢
も
し
く
は
体
幹
の

障
害

一
級
も
し
く
は
二
級

心
臓
、
じ
ん
臓
も
し
く
は

呼
吸
器
の
障
害

一
級
も
し
く
は
三
級

戦
傷
病
者
手
帳

両
下
肢
も
し
く
は
体
幹
の

障
害

特
別
項
症
か
ら
第
二
項
症

ま
で

心
臓
、
じ
ん
臓
も
し
く
は

呼
吸
器
の
障
害

特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症

ま
で

　
身
体
の
故
障
な
ど
の
た
め
、
自
分

で
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を
書

く
こ
と
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、

代
理
投
票
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
代
理
投
票
を
さ
れ
る
か
た
は
、
選
挙

の
当
目
、
投
票
所
の
係
員
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。
二
人
の
投
票
補
助
者

が
決
め
ら
れ
、
一
人
が
お
聞
き
し
た

候
補
者
の
名
前
を
代
筆
し
、
他
の
一

人
が
そ
れ
に
立
ち
会
っ
て
確
認
し
、

代
理
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
投
票
を
補

助
し
た
二
人
は
、
そ
の
秘
密
を
守
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
選
挙

人
の
投
票
秘
密
は
保
障
さ
れ
ま
す
。

　
目
の
不
自
由
な
か
た
は
、
点
字
に

よ
っ
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
日
の
当
日
、
遠
慮
な
く
係
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

寄
警
γ
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瀞料金ガ変わりますこ縄男ノ川

“
V

　
ン
応

撃　
平
均
四
十
七
・
七
三
％
引
き
あ
け

を
内
容
と
し
た
水
道
料
金
の
改
定
案

が
三
月
の
第
一
回
定
例
市
議
会
で
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
の
水
道
料
金
は
、
昭
和
五
十

一
年
に
、
昭
和
五
十
三
年
ま
で
を
見

通
し
て
決
め
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、

そ
の
後
の
水
需
要
の
拡
大
や
諸
経
費

の
増
大
な
ど
に
よ
っ
イ
＼
収
支
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
五
十
三
年
度
末
で
、

上
水
道
会
計
で
三
千
三
百
万
円
、
簡

易
水
道
特
別
会
計
で
五
千
万
円
の
赤

字
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
は
、
市
の
公
営
企
業
と

し
て
独
立
採
算
制
で
運
営
す
る
も
の

で
す
か
ら
、
経
営
の
す
べ
て
を
水
道

料
金
収
入
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
現
在
の
水
の
需
要
と
、

将
来
の
水
不
足
に
対
処
す
る
た
め
、

昭
和
五
十
一
年
度
か
ら
六
力
年
計
画

で
第
三
期
拡
張
工
事
に
着
手
し
、
五

イ
七
年
を
目
途
に
工
事
を
進
め
て
お

り
、
そ
の
事
業
費
は
約
二
十
億
円
を

こ
え
る
も
の
で
す
。
こ
の
建
設
費
は
、

市
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
や
、

国
、
県
か
ら
の
補
助
金
は
一
切
な
く
、

事
業
費
の
九
十
八
％
を
起
債
と
い
う

長
期
の
借
入
金
で
ま
か
な
っ
て
い
ま

す
。
．
あ
結
果
、
借
入
金
の
利
息
は
、

昭
和
五
十
四
年
度
予
算
で
約
九
千
万

円
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
後

の
財
政
収
支
は
、
現
行
料
金
で
運
営

す
る
こ
と
が
困
難
な
状
態
と
な
り
、

止
む
を
得
ず
水
道
料
金
の
値
上
げ
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
新
料
金
の
実
施
は
、
四
月

使
用
分
（
六
月
集
金
）
か
ら
、
上
水

道
、
簡
易
水
道
と
も
に
下
記
の
料
金

表
区
分
に
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
．

金
　　（1か月につき）

料道水定改

ロ経
基　本　料　金 従　　　量　　　料　　　金

いまの料金 改定料金 増加額 区　　　分 いまの
料　金

改定料金 増加額

13ミリ ガ 　円
謝

lo♂

1冠～10㎡まで

1濯につき

　円

20

　円

30

周
1
0、16ミリ 謝 鋤 120

20ミリ 520 700 、180

25ミリ 730 1，000 270
11㎡～20㎡まで

1㎡につき
50 75 2530ミリ 920 1，250 330

40ミリ 1，600 2，200 ㎝
50ミリ 2，700 3，700 1，000

21㎡以上1㎡に

つき
60 loo 4075ミリ 5，100 6，900 ユ，800

100ミリ 7，4◎0 王0，000 2，600

臨時給水等で上記の区分によれないもの　1冠につき 王oo 150 50

　　計　算　例

　13ミリの口径の家庭で1

か月に21㎡使用した場合

基本料金　　　　　380円

初めの10㎡
　　（10㎡×30円）ニ300円

次の10㎡
　　（10㎡×75円）＝750円

21㎡以上
　　（1㎡x100円）＝100円

水道料金（合計）＝1，530円

◇◇◇◇ひ◇◇登◇◇◇◇◇◇◇◇◇
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出
荷
額
等
七
百
三
十
八
億
八
千
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
五
十
三
年
工
業
統
計
調
査
◆

　
市
商
工
課
で
は
、
昨
年
の
十
二
月

末
現
在
で
実
施
し
た
工
業
統
計
調
査

の
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
市
内
の
総
事
業
所
数
は
、
総
数
二

千
七
十
四
で
、
前
年
対
比
百
十
五
事

業
所
（
五
・
三
％
）
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
主
に
繊
維
関
係
の

事
業
所
の
減
少
で
す
（
出
機
の
休
業

八
十
七
事
業
所
）

　
従
業
者
数
で
は
、
八
千
二
十
三
人

で
三
百
八
十
二
人
（
四
・
五
％
）
の

減
少
で
す
．
こ
れ
に
つ
い
て
も
繊
維

関
係
者
が
三
百
四
十
一
人
（
四
・
七

％
）
を
し
め
、
つ
い
で
木
材
関
係
者
が

三
十
二
人
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

主
に
業
態
変
更
に
よ
る
減
少
で
す
。

　
出
荷
額
（
含
、
加
工
賃
収
入
、
修

理
料
）
で
は
、
七
百
二
十
四
億
二
千

万
円
で
、
前
年
比
十
四
億
六
千
万
円
、

率
に
し
て
二
％
と
わ
ず
か
で
す
が
昨

年
に
引
き
続
き
減
少
し
ま
し
た
．
内

産業秀類 事業所数 従業巻数 出荷額等

総　　　数 2，074 8，023
7，242，4劃

食　　　料 25 鰯 玉49，660

繊　　　　維 1，961 6，946 6，506，390

．うち出’機 1，332 54，833

衣　　　　服 4 29 8，525

木　　　　材 25 99 42，829

家　　　　具 14 85 43，755

紙 4 31 5，251

出　　　　版 6 81 34，669

窯　　　業 7 121 169，411

金　　　　属 3 X X
機　　　　械 12 228 116，782

電　　　　気 4 32 11，230

輸　　　送 1 X x
精　　　　密 1 X X
そ　の　他 7 46 ’　21，601

Xの合計 119 132，326

※Xは少事業所数のため申告者の秘密を守るため
　ふせた箇所です．

訳
は
、
繊
維
（
七
億
二
千
万
円
－
一
・

一
％
）
、
木
材
（
七
千
万
円
－
一
四
・

六
％
）
が
減
少
し
、
そ
の
他
は
わ
ず

か
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
繊
維
関
係

で
も
絹
織
物
の
出
荷
額
だ
け
を
み
る

と
六
千
四
百
万
円
と
、
ほ
ん
の
わ
ず

か
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
生
産
数
量
、
原
材
料
使

用
料
、
加
工
賃
収
入
な
ど
の
詳
細
は
、

国
の
電
算
集
計
を
ま
た
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
五
十
三
年
は
、
構
造

不
況
産
業
と
い
わ
れ
た
繊
維
が
、
合

理
化
、
減
量
経
営
等
の
企
業
努
力
を

し
て
低
成
長
時
代
の
幕
あ
け
を
迎
え

た
年
だ
と
、
こ
の
調
査
結
果
か
ら
言

え
そ
う
で
す
。

（工業統計調査）指数表
　　　　（昭和48年＝100）

製造品出
荷額等

事業所数

従業者数

、、 　　一一　’ 　一、　魎

、　、
噂
＼

、
、
、
　

、
、

、
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　4月1日から印鑑登録手数料など、諸手数料が変更

になります。

手数料　（）内は旧料金
馬紙1枚1こつき　　　　ユ00拝1　（70用｝

　　　〃　　　　　100円（70用）

　1件につき　　100円（50鶏）

胴紙1枚につき　100周（70円〉

　　　ガ　　　　　｝00絹（70馬〉

玉00燭（70再）

100湾（70隅

100円（70円｝

100罵（70円）

100賜（70円）

〃

　　〃

　　〃

　　1回

馬紙1枚につき

㎜
　
㎜
　
m
　
㎜
　
9。

　
8。
　
冊

響4950515253｛1

　　　区　　　　分

身分、職業に関する証明

印鑑登録証明

印鑑登録証交付手数料

建　物　証　明

土　地　証　明

住民基本台緩住民票、戸籔

の陽票の写し（除票を含む）

又は証明

その他証明

代　書

公簿図面の閲覧

（麓騰多鱗幣）

納税証明書交付手数料

設
備
貸
与
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
一
日
か
ら
受
付

　
設
備
貸
与
制
度
と
い
う
の
は
、
中

小
企
業
設
備
近
代
化
資
金
等
助
成
法

に
基
づ
き
、
小
規
模
企
業
者
が
導
入

を
希
望
す
る
機
械
設
備
を
長
期
割
賦

で
お
譲
り
す
る
制
度
で
す
．

　
小
規
模
の
製
造
業
（
除
建
設
業
）

サ
ー
ビ
ス
業
、
小
売
業
及
び
卸
売
業

者
で
、
機
械
・
設
備
の
導
入
を
希
望

さ
れ
る
か
た
は
、
新
潟
県
中
小
企
業
公

仕
の
設
備
貸
与
制
度
に
よ
る
貸
与
を

、
こ
利
用
に
な
る
と
有
利
で
す
。

　
こ
の
制
度
の
概
要
は

①
貸
与
期
間
…
四
年
六
ヵ
月

②
償
還
方
法
…
一
年
据
置
後
均
等
半

　
年
賦

③
貸
与
額
－
二
企
業
あ
た
り
二
十
万

　
円
以
上
千
二
百
万
円
ま
で
。

④
保
証
金
…
設
備
額
の
十
幹

⑤
貸
与
損
料
（
利
息
相
当
）
…
年
五

　
警
。

　
対
象
に
な
る
企
業
・
機
械
設
備
、

申
込
方
法
な
ど
の
詳
し
い
こ
と
は
、

市
商
工
課
（
8
七
⊥
一
二
二
番
内

線
二
四
〇
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
．
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瀞料金ガ変わりますこ縄男ノ川

“
V

　
ン
応

撃　
平
均
四
十
七
・
七
三
％
引
き
あ
け

を
内
容
と
し
た
水
道
料
金
の
改
定
案

が
三
月
の
第
一
回
定
例
市
議
会
で
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
の
水
道
料
金
は
、
昭
和
五
十

一
年
に
、
昭
和
五
十
三
年
ま
で
を
見

通
し
て
決
め
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、

そ
の
後
の
水
需
要
の
拡
大
や
諸
経
費

の
増
大
な
ど
に
よ
っ
イ
＼
収
支
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
五
十
三
年
度
末
で
、

上
水
道
会
計
で
三
千
三
百
万
円
、
簡

易
水
道
特
別
会
計
で
五
千
万
円
の
赤

字
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
は
、
市
の
公
営
企
業
と

し
て
独
立
採
算
制
で
運
営
す
る
も
の

で
す
か
ら
、
経
営
の
す
べ
て
を
水
道

料
金
収
入
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
現
在
の
水
の
需
要
と
、

将
来
の
水
不
足
に
対
処
す
る
た
め
、

昭
和
五
十
一
年
度
か
ら
六
力
年
計
画

で
第
三
期
拡
張
工
事
に
着
手
し
、
五

イ
七
年
を
目
途
に
工
事
を
進
め
て
お

り
、
そ
の
事
業
費
は
約
二
十
億
円
を

こ
え
る
も
の
で
す
。
こ
の
建
設
費
は
、

市
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
や
、

国
、
県
か
ら
の
補
助
金
は
一
切
な
く
、

事
業
費
の
九
十
八
％
を
起
債
と
い
う

長
期
の
借
入
金
で
ま
か
な
っ
て
い
ま

す
。
．
あ
結
果
、
借
入
金
の
利
息
は
、

昭
和
五
十
四
年
度
予
算
で
約
九
千
万

円
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
後

の
財
政
収
支
は
、
現
行
料
金
で
運
営

す
る
こ
と
が
困
難
な
状
態
と
な
り
、

止
む
を
得
ず
水
道
料
金
の
値
上
げ
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
新
料
金
の
実
施
は
、
四
月

使
用
分
（
六
月
集
金
）
か
ら
、
上
水

道
、
簡
易
水
道
と
も
に
下
記
の
料
金

表
区
分
に
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
．

金
　　（1か月につき）

料道水定改

ロ経
基　本　料　金 従　　　量　　　料　　　金

いまの料金 改定料金 増加額 区　　　分 いまの
料　金

改定料金 増加額

13ミリ ガ 　円
謝

lo♂

1冠～10㎡まで

1濯につき

　円

20

　円

30

周
1
0、16ミリ 謝 鋤 120

20ミリ 520 700 、180

25ミリ 730 1，000 270
11㎡～20㎡まで

1㎡につき
50 75 2530ミリ 920 1，250 330

40ミリ 1，600 2，200 ㎝
50ミリ 2，700 3，700 1，000

21㎡以上1㎡に

つき
60 loo 4075ミリ 5，100 6，900 ユ，800

100ミリ 7，4◎0 王0，000 2，600

臨時給水等で上記の区分によれないもの　1冠につき 王oo 150 50

　　計　算　例

　13ミリの口径の家庭で1

か月に21㎡使用した場合

基本料金　　　　　380円

初めの10㎡
　　（10㎡×30円）ニ300円

次の10㎡
　　（10㎡×75円）＝750円

21㎡以上
　　（1㎡x100円）＝100円

水道料金（合計）＝1，530円

◇◇◇◇ひ◇◇登◇◇◇◇◇◇◇◇◇

5）”IIll””””””Ill”“1”1とrお、ガ夢3お」田凸だり阪”1””1””Illl”””””1””Illlllll”II“”“1”IIIlll”””””Ill”II”III”Ill昭和54年3月25目

出
荷
額
等
七
百
三
十
八
億
八
千
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
五
十
三
年
工
業
統
計
調
査
◆

　
市
商
工
課
で
は
、
昨
年
の
十
二
月

末
現
在
で
実
施
し
た
工
業
統
計
調
査

の
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
市
内
の
総
事
業
所
数
は
、
総
数
二

千
七
十
四
で
、
前
年
対
比
百
十
五
事

業
所
（
五
・
三
％
）
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
主
に
繊
維
関
係
の

事
業
所
の
減
少
で
す
（
出
機
の
休
業

八
十
七
事
業
所
）

　
従
業
者
数
で
は
、
八
千
二
十
三
人

で
三
百
八
十
二
人
（
四
・
五
％
）
の

減
少
で
す
．
こ
れ
に
つ
い
て
も
繊
維

関
係
者
が
三
百
四
十
一
人
（
四
・
七

％
）
を
し
め
、
つ
い
で
木
材
関
係
者
が

三
十
二
人
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

主
に
業
態
変
更
に
よ
る
減
少
で
す
。

　
出
荷
額
（
含
、
加
工
賃
収
入
、
修

理
料
）
で
は
、
七
百
二
十
四
億
二
千

万
円
で
、
前
年
比
十
四
億
六
千
万
円
、

率
に
し
て
二
％
と
わ
ず
か
で
す
が
昨

年
に
引
き
続
き
減
少
し
ま
し
た
．
内

産業秀類 事業所数 従業巻数 出荷額等

総　　　数 2，074 8，023
7，242，4劃

食　　　料 25 鰯 玉49，660

繊　　　　維 1，961 6，946 6，506，390

．うち出’機 1，332 54，833

衣　　　　服 4 29 8，525

木　　　　材 25 99 42，829

家　　　　具 14 85 43，755

紙 4 31 5，251

出　　　　版 6 81 34，669

窯　　　業 7 121 169，411

金　　　　属 3 X X
機　　　　械 12 228 116，782

電　　　　気 4 32 11，230

輸　　　送 1 X x
精　　　　密 1 X X
そ　の　他 7 46 ’　21，601

Xの合計 119 132，326

※Xは少事業所数のため申告者の秘密を守るため
　ふせた箇所です．

訳
は
、
繊
維
（
七
億
二
千
万
円
－
一
・

一
％
）
、
木
材
（
七
千
万
円
－
一
四
・

六
％
）
が
減
少
し
、
そ
の
他
は
わ
ず

か
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
繊
維
関
係

で
も
絹
織
物
の
出
荷
額
だ
け
を
み
る

と
六
千
四
百
万
円
と
、
ほ
ん
の
わ
ず

か
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
生
産
数
量
、
原
材
料
使

用
料
、
加
工
賃
収
入
な
ど
の
詳
細
は
、

国
の
電
算
集
計
を
ま
た
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
五
十
三
年
は
、
構
造

不
況
産
業
と
い
わ
れ
た
繊
維
が
、
合

理
化
、
減
量
経
営
等
の
企
業
努
力
を

し
て
低
成
長
時
代
の
幕
あ
け
を
迎
え

た
年
だ
と
、
こ
の
調
査
結
果
か
ら
言

え
そ
う
で
す
。

（工業統計調査）指数表
　　　　（昭和48年＝100）

製造品出
荷額等

事業所数

従業者数
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　4月1日から印鑑登録手数料など、諸手数料が変更

になります。

手数料　（）内は旧料金
馬紙1枚1こつき　　　　ユ00拝1　（70用｝

　　　〃　　　　　100円（70用）

　1件につき　　100円（50鶏）

胴紙1枚につき　100周（70円〉

　　　ガ　　　　　｝00絹（70馬〉

玉00燭（70再）

100湾（70隅

100円（70円｝

100罵（70円）

100賜（70円）

〃

　　〃

　　〃

　　1回

馬紙1枚につき

㎜
　
㎜
　
m
　
㎜
　
9。

　
8。
　
冊

響4950515253｛1

　　　区　　　　分

身分、職業に関する証明

印鑑登録証明

印鑑登録証交付手数料

建　物　証　明

土　地　証　明

住民基本台緩住民票、戸籔

の陽票の写し（除票を含む）

又は証明

その他証明

代　書

公簿図面の閲覧

（麓騰多鱗幣）

納税証明書交付手数料

設
備
貸
与
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
一
日
か
ら
受
付

　
設
備
貸
与
制
度
と
い
う
の
は
、
中

小
企
業
設
備
近
代
化
資
金
等
助
成
法

に
基
づ
き
、
小
規
模
企
業
者
が
導
入

を
希
望
す
る
機
械
設
備
を
長
期
割
賦

で
お
譲
り
す
る
制
度
で
す
．

　
小
規
模
の
製
造
業
（
除
建
設
業
）

サ
ー
ビ
ス
業
、
小
売
業
及
び
卸
売
業

者
で
、
機
械
・
設
備
の
導
入
を
希
望

さ
れ
る
か
た
は
、
新
潟
県
中
小
企
業
公

仕
の
設
備
貸
与
制
度
に
よ
る
貸
与
を

、
こ
利
用
に
な
る
と
有
利
で
す
。

　
こ
の
制
度
の
概
要
は

①
貸
与
期
間
…
四
年
六
ヵ
月

②
償
還
方
法
…
一
年
据
置
後
均
等
半

　
年
賦

③
貸
与
額
－
二
企
業
あ
た
り
二
十
万

　
円
以
上
千
二
百
万
円
ま
で
。

④
保
証
金
…
設
備
額
の
十
幹

⑤
貸
与
損
料
（
利
息
相
当
）
…
年
五

　
警
。

　
対
象
に
な
る
企
業
・
機
械
設
備
、

申
込
方
法
な
ど
の
詳
し
い
こ
と
は
、

市
商
工
課
（
8
七
⊥
一
二
二
番
内

線
二
四
〇
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
．
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昭
和
五
十
三
年
度
の
水
田
利
用
再

編
対
策
で
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
っ
て
、
転
作
目
標
面
積
を
上

回
っ
て
達
成
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
県
で
は
、
五
十
四
年
度
の
転
作
面

積
を
、
国
の
正
式
配
分
を
待
た
ず
に

三
月
二
日
仮
配
分
し
ま
し
た
。
十
日

町
市
に
は
、
昨
年
よ
り
三
二
診
減

屋外体育施設、4月1日から開放
　　　今年はいつになく早い雪どけです。市の屋外体育

　　施設を4月1日から開放します。ご利用ください。

　野球場　　　　　　　　　　テニスコート

信濃川運動公園（3面）　　　　十日町市庭球コート（3面）

市営グラウンド（1面）　　　　信濃川運動公園（8面）

太田島野球場（1面）　　　　　申し込みは

市民総合グラウンド（1面）　　市民体育館（87－5208番）へ。

　使用料

擁
水
田
再
編
対
策
”

の
一
〇
五
・
九
診
が
配
分
さ
れ
、
現

在
、
市
の
仮
配
分
の
た
め
の
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。
農
家
の
皆
さ
ん
に

は
、
四
月
始
め
に
農
事
連
絡
員
さ
ん

を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
お
願
い
す
る
予

定
で
す
の
で
、
今
年
も
昨
年
な
み
を

目
安
に
春
の
作
業
計
画
を
立
て
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

施設名 匿　　　　　　　　分 俵朋料

市営グラウンド

信濃翔運動袋囲
野　　球　　場

βの出か砺午前8時30分まで

1チーム

500円

隼前8時30分から歪午まで

牟後玉時から午後4時30分裏で

午後4時30分からβ没まで

日没から隼後10時まで（ナイター）

市営ダラウンド

夜聞照明施設
30分（30分に満たない場合は30分とする）に

つき

内 900円
外 600円

太田島野球場 日の出かず）正午まで、午後1時かf）日没まで 300円

　
　
　
　
　
わ
た
し
た
ち
の
市
に

　
　
　
　
も
「
雪
と
織
物
と
信
濃

　
　
か
川
」
を
テ
↓
と
し
た

米
ん
博
物
館
が
オ
ー
プ
ン
し

来
せ

に
ま

会
し

の
会

　
　
　
　
ま
す
。
文
化
都
市
十
日

　
　
　
　
町
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設

　
　
　
　
の
誕
生
で
す
。
そ
し
て

　
　
　
　
こ
れ
か
ら
は
市
民
全
体

　
　
　
　
で
こ
の
施
設
を
充
分
活

館友
入
用
し
、
文
化
・
殿
健

　
　
　
　
　
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば

　
　
　
米

　
　
　
　
　
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

物
　
　
　
来

　
　
　
　
　
に
、
博
物
館
活
動
に
協

博
　
力
し
た
り
・
施
設
や
設

　
　
　
　
　
備
を
利
用
し
て
学
ん
だ

り
、
楽
し
ん
だ
り
す
る
た
め
に
「
博

物
館
友
の
会
」
を
作
ろ
う
と
、
有
志

の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
．

あ
な
た
も
、
あ
な
た
と
、
あ
な
た
の

次
の
世
代
と
郷
土
の
た
め
に
入
会
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
友
の
会
は
こ
ん
な
活
動
を
し
ま
す

友
の
会
の
活
動
は

H
講
演
会
、
講
習
会
、
映
写
会
、
展

示
会
、
見
学
会
の
開
催

ロ
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人
の
調
査
や

研
究

日
博
物
館
公
園
の
植
栽
や
資
料
収
集

　
こ
ん
な
特
典
が
あ
り
ま
す

H
特
別
展
入
場
料
の
割
引
き

青年海外派遣等の団員候補者募集

　青年に広く海外0）実情を視察研修をしていただき、

国際的視野を広める、とともに、国際親善に寄与し、帰

国後も青少年活動に参加してもらおうというもので、

総理府が主催するものです。

　募集期間　4月15日まで

　提出書類等　詳細は市社会福祉事務所まで

　募集する事業

口
博
物
館
事
業
等
の
案
内
配
布

日
資
料
の
あ
っ
せ
ん
頒
布

四
博
物
館
施
設
々
備
の
利
用

　
誰
で
も
入
会
で
き
ま
す

H
た
だ
し
高
校
生
以
上
で
す
。

口
会
員
に
は
一
般
会
員
（
年
会
費
五

百
円
、
．
入
会
金
五
百
円
）
と
賛
助
会

員
（
法
人
も
可
、
年
会
費
五
千
円
）

が
あ
り
、
ど
ち
ら
に
も
入
れ
ま
す
。

国
希
望
者
は
、
申
込
書
に
会
費
を
そ

え
て
、
博
物
館
内
「
博
物
館
友
の
会
」

係
（
西
本
町
一
、
8
七
－
五
五
三
一

番
）
へ
申
し
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。

四
第
一
回
総
会
は
、
四
月
十
四
目
㈹

午
後
一
時
半
か
ら
の
予
定
で
す
。

区　叉
の

派遣人員 派　遣　先 派遣時期・期聞 応募資格

第13回
青年の船

250人
（県で3人）

オーストラリア
ニュージーランド

　　勉

約2か月間
55年1月下旬
～3月下旬

20歳～25

　の男女

青
年
海
外
派
遣

長　期

第20回

　80人
（県で1人）

欧　　　　　州
ア　　フ　　リ　カ

　　他

約1か月間
9月下旬
～10月中旬

〃

短期
第7回

　90人
（県で2人）

欧　　　　　州
中　　近　　東

　　他

約2週問
9月下旬
～10月上旬

〃

第6回東南
アジア青年“

　35人
｛県で1人）

東南アジア
6　　か　　国

』・2か

9月下旬
～11月下旬

18歳～30歳

の男女

日中親
交流事業

未　　　定

固定資産課税台帳

を縦覧
日時　4月9目～28目　醐8：30

～PM5：00土曜目は正午まで、

　日曜祭日は休みです。

場所　市役所税務課

　縦覧期間が4月にくりさげら

れたため固定資産税の納期は5

月、7月、9月、11月となります。

緬

プ6

（7）”1”II”””””1””””mとお』∬夢コr　Jサ」田5だ’』阪ll”II”1”Illl”1”ll”1””ll”lloll””1””1”””lll”1”m”Ill””Illl”””1昭和54年3月25目

馨
罐
澄
録
嚢
“
欝
嚇
．
撚
、
一
艇
岬
辮
☆
胆
◎
猪

蕪
継
懸
畿
濾
顯
繍
露
濾
躯
捻
薫
癖

　
昭
和
五
十
四
年
度
の
犬
の
登
録
と

第
一
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
裏
面
日

程
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後

九
十
一
日
（
三
ヵ
月
）
以
上
の
犬

は
、
必
ず
年
一
回
の
登
録
と
年
二
回

（
春
、
秋
）
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
犬
を
飼

っ
て
お
ら
れ
る
か
た
は
、
日
程
表
の
都

合
の
よ
い
場
所
で
必
ず
受
け
て
く

だ
さ
い
。
登
録
、
注
射
に
要
す
る
手

…
書

㎜
込

…
申

…
射

㎜
注

一
　
　
●

…
録

…
登

㎜
の

㎜
犬

｝
度
ρ

一
年

㎜
54

～
…
…
：
：
…
…
－
…
き
り
と

部落（町）名

世帯主氏名
電話・有線番号 一

犬　の　種　類

〃　　年　令 才　　か月

〃　　毛　色

〃　　性　別 オス　・　メス

〃　　名　前

〃　　体　格 大・中・小
数
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
指
定
さ
れ
た
場
所
で
受
け
る
場
合

　
　
登
録
手
数
料
　
二
千
円

　
　
注
射
手
数
料
　
千
円

　
　
注
射
済
票
交
付
手
数
料
三
百
円

　
　
　
　
　
　
計
三
千
三
百
円

　
都
合
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
三
目
間

に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
犬
は
、
獣
医

師
の
訪
問
に
よ
り
登
録
、
注
射
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
ブ
て
の
場
合

　
登
録
手
数
料
　
二
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
円
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
〇
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
Q
J
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
N
一

　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

会場に持参するも

1．この申込書

2．料金
3．印鑑

り
　
線
：
…
…
…
－
…
：
…
－
…
－
一

　
注
射
手
数
料
　
二
千
六
百
円

　
　
　
　
計
四
千
六
百
円
で
す
．

　
登
録
と
注
射
が
終
る
と
そ
の
場
で
、

鑑
札
、
注
射
済
票
、
飼
犬
の
標
識
を

お
渡
し
し
ま
す
．
鑑
札
と
注
射
済
票

は
必
ず
首
輪
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
標
識
は
玄
関
の
見
や
す
い
所

に
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。
会
場
に
お
い

で
に
な
る
時
に
は
、
こ
の
申
込
用
紙

を
切
り
と
り
、
料
金
、
印
鑑
を
あ
わ

せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
．

　
※
犬
、
ね
こ
の
引
取
り
は
毎
週
木

曜
目
の
午
前
十
一
時
ま
で
で
す
が
、

今
年
か
ら
予
約
制
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
引
取
っ
て
も
ら
い
た
い
か
た
は
事

前
に
電
話
で
予
約
を
し
て
か
ら
保
健

所
に
連
れ
て
く
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
引
取
り
手
数
料
は
千
円
（
県

収
入
証
紙
）
で
す
．

　
　
交
通
事
故

　
　
　
無
料
相
談
目

　
県
の
移
動
交
通
事
故
相
談
日
が
、

四
月
か
ら
毎
月
第
一
月
曜
目
に
な
り

ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
．

●
次
回
相
談
日
　
四
月
二
日
㈲

●
場
所
　
市
役
所
市
民
相
談
室

●
相
談
員
　
新
潟
県
交
通
事
故
相
談

　
所
所
属
相
談
員

ゆずりま

す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い
「

　
　
◆
3
月
乃
日
ま
で
の
受
付
分
　
　
（
希
望
者
は
市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
　
っ
て
く
だ
さ
い

晶
　
　
　
名

規
格

希
望
価
格

晶
　
　
　
名

規
格

希
望
価
格

ブ
ラ
ザ
ー
編
機

中
　
古

三
万
用

電
気
ロ
タ
ツ

中
　
古

相
談
で

ホ
ー
ロ
ー
バ
ス

（
ガ
五
式
付
）

播
人
胴

四
万
円

子
供
絹
自
転
車

中
古
女
子

小
3
～
4

五
千
円
位

ル
；
ム
ラ
ン
ナ
ー

艮
本
ヘ
ル
ス

二
万
円

〃

中
古
5
歳

相
談
で

プ
ラ
ン
コ
と
ス
ベ
纏
ム
ロ

中
　
古

嘲
五
千
円

バ
　
　
イ
　
　
　
ク

中
古
50
㏄

二
万
円
位

肩
立
除
湿
器

〃

三
万
円

エ
キ
ス
パ
ン
ダ
ー

巾
　
古

相
談
で

秋
　
　
岡
　
　
犬

オ
ス
白
5
歳

（
血
統
書
付
）

い
く
ら
で
も

ラ
　
テ
　
　
カ
　
　
セ

（
ビ
ク
タ
暑
）

53

年
購
入
桝
秀
流
千
円
位

※
お
願
い
　
最
近
、
申
し
込
み
を
さ
れ
た
か
た
で
、
不
尾
に
な
ゐ
た
り
、

　
　
で
に
ゆ
ず
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
の
連
絡
が
な
い
か
た
が
あ
り
ま
す
。

　
　
め
に
事
務
局
ま
で
連
絡
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

労
働
保
険
料
の

　
申
告
納
付
は
お
早
め
に

　
　
　
1
労
働
基
準
監
督
署
－

　
昭
和
五
十
四
年
度
の
労
働
保
険
料

（
労
災
保
険
料
と
雇
用
保
険
料
の
両

方
を
合
せ
た
も
の
）
の
申
告
、
納
付

の
受
付
が
四
月
一
日
～
五
月
十
五
日

ま
で
行
わ
れ
ま
す
。
ま
だ
手
続
き
を

し
て
い
な
い
事
業
主
の
か
た
は
お
早

め
に
保
険
料
申
告
書
に
保
険
料
を
添

え
て
銀
行
、
郵
便
局
、
労
働
基
準
監

督
署
、
ま
た
は
県
雇
用
保
険
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
労
働
基
準
監
督
署
（
溶

二
ー
二
〇
七
九
番
）
へ
。

早す

巡回内職相談日
　巡回内職相談が、毎月第3金

曜目に開かれています。

　新しく内職をしたいかた、．

今の内職を変えたいかたは気軽

にご相談ください。

●次回相談日　4月20日囲

●場所　市役所市民相談室

●相談員　県内職相談員
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昭
和
五
十
三
年
度
の
水
田
利
用
再

編
対
策
で
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
っ
て
、
転
作
目
標
面
積
を
上

回
っ
て
達
成
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
県
で
は
、
五
十
四
年
度
の
転
作
面

積
を
、
国
の
正
式
配
分
を
待
た
ず
に

三
月
二
日
仮
配
分
し
ま
し
た
。
十
日

町
市
に
は
、
昨
年
よ
り
三
二
診
減

屋外体育施設、4月1日から開放
　　　今年はいつになく早い雪どけです。市の屋外体育

　　施設を4月1日から開放します。ご利用ください。

　野球場　　　　　　　　　　テニスコート

信濃川運動公園（3面）　　　　十日町市庭球コート（3面）

市営グラウンド（1面）　　　　信濃川運動公園（8面）

太田島野球場（1面）　　　　　申し込みは

市民総合グラウンド（1面）　　市民体育館（87－5208番）へ。

　使用料

擁
水
田
再
編
対
策
”

の
一
〇
五
・
九
診
が
配
分
さ
れ
、
現

在
、
市
の
仮
配
分
の
た
め
の
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。
農
家
の
皆
さ
ん
に

は
、
四
月
始
め
に
農
事
連
絡
員
さ
ん

を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
お
願
い
す
る
予

定
で
す
の
で
、
今
年
も
昨
年
な
み
を

目
安
に
春
の
作
業
計
画
を
立
て
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

施設名 匿　　　　　　　　分 俵朋料

市営グラウンド

信濃翔運動袋囲
野　　球　　場

βの出か砺午前8時30分まで

1チーム

500円

隼前8時30分から歪午まで

牟後玉時から午後4時30分裏で

午後4時30分からβ没まで

日没から隼後10時まで（ナイター）

市営ダラウンド

夜聞照明施設
30分（30分に満たない場合は30分とする）に

つき

内 900円
外 600円

太田島野球場 日の出かず）正午まで、午後1時かf）日没まで 300円

　
　
　
　
　
わ
た
し
た
ち
の
市
に

　
　
　
　
も
「
雪
と
織
物
と
信
濃

　
　
か
川
」
を
テ
↓
と
し
た

米
ん
博
物
館
が
オ
ー
プ
ン
し

来
せ

に
ま

会
し

の
会

　
　
　
　
ま
す
。
文
化
都
市
十
日

　
　
　
　
町
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設

　
　
　
　
の
誕
生
で
す
。
そ
し
て

　
　
　
　
こ
れ
か
ら
は
市
民
全
体

　
　
　
　
で
こ
の
施
設
を
充
分
活

館友
入
用
し
、
文
化
・
殿
健

　
　
　
　
　
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば

　
　
　
米

　
　
　
　
　
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

物
　
　
　
来

　
　
　
　
　
に
、
博
物
館
活
動
に
協

博
　
力
し
た
り
・
施
設
や
設

　
　
　
　
　
備
を
利
用
し
て
学
ん
だ

り
、
楽
し
ん
だ
り
す
る
た
め
に
「
博

物
館
友
の
会
」
を
作
ろ
う
と
、
有
志

の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
．

あ
な
た
も
、
あ
な
た
と
、
あ
な
た
の

次
の
世
代
と
郷
土
の
た
め
に
入
会
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
友
の
会
は
こ
ん
な
活
動
を
し
ま
す

友
の
会
の
活
動
は

H
講
演
会
、
講
習
会
、
映
写
会
、
展

示
会
、
見
学
会
の
開
催

ロ
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人
の
調
査
や

研
究

日
博
物
館
公
園
の
植
栽
や
資
料
収
集

　
こ
ん
な
特
典
が
あ
り
ま
す

H
特
別
展
入
場
料
の
割
引
き

青年海外派遣等の団員候補者募集

　青年に広く海外0）実情を視察研修をしていただき、

国際的視野を広める、とともに、国際親善に寄与し、帰

国後も青少年活動に参加してもらおうというもので、

総理府が主催するものです。

　募集期間　4月15日まで

　提出書類等　詳細は市社会福祉事務所まで

　募集する事業

口
博
物
館
事
業
等
の
案
内
配
布

日
資
料
の
あ
っ
せ
ん
頒
布

四
博
物
館
施
設
々
備
の
利
用

　
誰
で
も
入
会
で
き
ま
す

H
た
だ
し
高
校
生
以
上
で
す
。

口
会
員
に
は
一
般
会
員
（
年
会
費
五

百
円
、
．
入
会
金
五
百
円
）
と
賛
助
会

員
（
法
人
も
可
、
年
会
費
五
千
円
）

が
あ
り
、
ど
ち
ら
に
も
入
れ
ま
す
。

国
希
望
者
は
、
申
込
書
に
会
費
を
そ

え
て
、
博
物
館
内
「
博
物
館
友
の
会
」

係
（
西
本
町
一
、
8
七
－
五
五
三
一

番
）
へ
申
し
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。

四
第
一
回
総
会
は
、
四
月
十
四
目
㈹

午
後
一
時
半
か
ら
の
予
定
で
す
。

区　叉
の

派遣人員 派　遣　先 派遣時期・期聞 応募資格

第13回
青年の船

250人
（県で3人）

オーストラリア
ニュージーランド

　　勉

約2か月間
55年1月下旬
～3月下旬

20歳～25

　の男女

青
年
海
外
派
遣

長　期

第20回

　80人
（県で1人）

欧　　　　　州
ア　　フ　　リ　カ

　　他

約1か月間
9月下旬
～10月中旬

〃

短期
第7回

　90人
（県で2人）

欧　　　　　州
中　　近　　東

　　他

約2週問
9月下旬
～10月上旬

〃

第6回東南
アジア青年“

　35人
｛県で1人）

東南アジア
6　　か　　国

』・2か

9月下旬
～11月下旬

18歳～30歳

の男女

日中親
交流事業

未　　　定

固定資産課税台帳

を縦覧
日時　4月9目～28目　醐8：30

～PM5：00土曜目は正午まで、

　日曜祭日は休みです。

場所　市役所税務課

　縦覧期間が4月にくりさげら

れたため固定資産税の納期は5

月、7月、9月、11月となります。

緬

プ6
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馨
罐
澄
録
嚢
“
欝
嚇
．
撚
、
一
艇
岬
辮
☆
胆
◎
猪

蕪
継
懸
畿
濾
顯
繍
露
濾
躯
捻
薫
癖

　
昭
和
五
十
四
年
度
の
犬
の
登
録
と

第
一
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
裏
面
日

程
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後

九
十
一
日
（
三
ヵ
月
）
以
上
の
犬

は
、
必
ず
年
一
回
の
登
録
と
年
二
回

（
春
、
秋
）
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
犬
を
飼

っ
て
お
ら
れ
る
か
た
は
、
日
程
表
の
都

合
の
よ
い
場
所
で
必
ず
受
け
て
く

だ
さ
い
。
登
録
、
注
射
に
要
す
る
手

…
書

㎜
込

…
申

…
射

㎜
注

一
　
　
●

…
録

…
登

㎜
の

㎜
犬

｝
度
ρ

一
年

㎜
54

～
…
…
：
：
…
…
－
…
き
り
と

部落（町）名

世帯主氏名
電話・有線番号 一

犬　の　種　類

〃　　年　令 才　　か月

〃　　毛　色

〃　　性　別 オス　・　メス

〃　　名　前

〃　　体　格 大・中・小
数
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
指
定
さ
れ
た
場
所
で
受
け
る
場
合

　
　
登
録
手
数
料
　
二
千
円

　
　
注
射
手
数
料
　
千
円

　
　
注
射
済
票
交
付
手
数
料
三
百
円

　
　
　
　
　
　
計
三
千
三
百
円

　
都
合
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
三
目
間

に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
犬
は
、
獣
医

師
の
訪
問
に
よ
り
登
録
、
注
射
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
ブ
て
の
場
合

　
登
録
手
数
料
　
二
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
円
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
〇
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
Q
J
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
N
一

　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

会場に持参するも

1．この申込書

2．料金
3．印鑑

り
　
線
：
…
…
…
－
…
：
…
－
…
－
一

　
注
射
手
数
料
　
二
千
六
百
円

　
　
　
　
計
四
千
六
百
円
で
す
．

　
登
録
と
注
射
が
終
る
と
そ
の
場
で
、

鑑
札
、
注
射
済
票
、
飼
犬
の
標
識
を

お
渡
し
し
ま
す
．
鑑
札
と
注
射
済
票

は
必
ず
首
輪
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
標
識
は
玄
関
の
見
や
す
い
所

に
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。
会
場
に
お
い

で
に
な
る
時
に
は
、
こ
の
申
込
用
紙

を
切
り
と
り
、
料
金
、
印
鑑
を
あ
わ

せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
．

　
※
犬
、
ね
こ
の
引
取
り
は
毎
週
木

曜
目
の
午
前
十
一
時
ま
で
で
す
が
、

今
年
か
ら
予
約
制
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
引
取
っ
て
も
ら
い
た
い
か
た
は
事

前
に
電
話
で
予
約
を
し
て
か
ら
保
健

所
に
連
れ
て
く
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
引
取
り
手
数
料
は
千
円
（
県

収
入
証
紙
）
で
す
．

　
　
交
通
事
故

　
　
　
無
料
相
談
目

　
県
の
移
動
交
通
事
故
相
談
日
が
、

四
月
か
ら
毎
月
第
一
月
曜
目
に
な
り

ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
．

●
次
回
相
談
日
　
四
月
二
日
㈲

●
場
所
　
市
役
所
市
民
相
談
室

●
相
談
員
　
新
潟
県
交
通
事
故
相
談

　
所
所
属
相
談
員

ゆずりま

す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い
「

　
　
◆
3
月
乃
日
ま
で
の
受
付
分
　
　
（
希
望
者
は
市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
　
っ
て
く
だ
さ
い

晶
　
　
　
名

規
格

希
望
価
格

晶
　
　
　
名

規
格

希
望
価
格

ブ
ラ
ザ
ー
編
機

中
　
古

三
万
用

電
気
ロ
タ
ツ

中
　
古

相
談
で

ホ
ー
ロ
ー
バ
ス

（
ガ
五
式
付
）

播
人
胴

四
万
円

子
供
絹
自
転
車

中
古
女
子

小
3
～
4

五
千
円
位

ル
；
ム
ラ
ン
ナ
ー

艮
本
ヘ
ル
ス

二
万
円

〃

中
古
5
歳

相
談
で

プ
ラ
ン
コ
と
ス
ベ
纏
ム
ロ

中
　
古

嘲
五
千
円

バ
　
　
イ
　
　
　
ク

中
古
50
㏄

二
万
円
位

肩
立
除
湿
器

〃

三
万
円

エ
キ
ス
パ
ン
ダ
ー

巾
　
古

相
談
で

秋
　
　
岡
　
　
犬

オ
ス
白
5
歳

（
血
統
書
付
）

い
く
ら
で
も

ラ
　
テ
　
　
カ
　
　
セ

（
ビ
ク
タ
暑
）

53

年
購
入
桝
秀
流
千
円
位

※
お
願
い
　
最
近
、
申
し
込
み
を
さ
れ
た
か
た
で
、
不
尾
に
な
ゐ
た
り
、

　
　
で
に
ゆ
ず
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
の
連
絡
が
な
い
か
た
が
あ
り
ま
す
。

　
　
め
に
事
務
局
ま
で
連
絡
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

労
働
保
険
料
の

　
申
告
納
付
は
お
早
め
に

　
　
　
1
労
働
基
準
監
督
署
－

　
昭
和
五
十
四
年
度
の
労
働
保
険
料

（
労
災
保
険
料
と
雇
用
保
険
料
の
両

方
を
合
せ
た
も
の
）
の
申
告
、
納
付

の
受
付
が
四
月
一
日
～
五
月
十
五
日

ま
で
行
わ
れ
ま
す
。
ま
だ
手
続
き
を

し
て
い
な
い
事
業
主
の
か
た
は
お
早

め
に
保
険
料
申
告
書
に
保
険
料
を
添

え
て
銀
行
、
郵
便
局
、
労
働
基
準
監

督
署
、
ま
た
は
県
雇
用
保
険
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
労
働
基
準
監
督
署
（
溶

二
ー
二
〇
七
九
番
）
へ
。

早す

巡回内職相談日
　巡回内職相談が、毎月第3金

曜目に開かれています。

　新しく内職をしたいかた、．

今の内職を変えたいかたは気軽

にご相談ください。

●次回相談日　4月20日囲

●場所　市役所市民相談室

●相談員　県内職相談員



i
筋
ヤ
O
、

昭和凹年3月25日1”“”Illl””Ill”ll”lll””””IllIll”lll”“1”“”ll“””IIIIllll“”Il“”llll”とおガ夢3δ甥「5だ翔rllll”””””“”Ill““⑧

犬の登録・注射目程表　　　i

ヨ地区時間場所　1　　　　　9100～11：30　　　　　　　　　　　　　　　1

　十日町　　 保健所1　　　　　13：20～14：30　　　　　　　　　　　　　　　　：

　川　　治14：50～15：30川治集落センター　 ：

日新座・大井田　9：00～9：30大井毘公民館　　き

　　　　　9：45～10：45中条公民館
　中　　条
　　　　　11：10～11：30克雪管理センター　　り

　　　　　13：30～14：40下条公民館
　下　　条
　　　　　15：00～15：30東下組小学校
　　　　　　　　　　　　　　　　と　十日町・川治9：00～11：30
　新座・大井田13：20～15：00市民体育館

1日　　　　9：00～9：40馬場飼育所　り

　水沢10：00～11：30水沢出張所
　　　　　13二30～14：00野中小学校線
　十日町山地14：40～15：00赤倉分校　　：

　　　　　9：00～9：40吉田出張所　 ：

　吉　　　田10：00～10：10名ケ山小学校　　：
・日　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　10：30～11：00真田小学校　 ：

　八　　箇13：30～14：00八箇小学校　 ：

　六　　箇14：30～15：00六箇出張所　：

月　日 地　　区 時　　間 場　　　所

4月11日

　困

十　　日　町
9100～11：30

保　　健　　所
13：20～14：30

川　　　治 14：50～15：30 川治集落センター

新座・大井田 9：00～9：30 大井田公民館
　　’

9：45～10：45中条公民館中　　　条
11：10～11：30 克雪管理センター

下　　　条
13：30～14：40 下条公民館
15：00～15：30 東下組小学校

4月12日

　困

十日町・川治
新座・大井田

9：00～11：30
市民体育館13：20～15：00

水　　　沢

9：00～9：40 馬場飼育所
10：00～11：30 水沢出張所
13二30～14：00 野中小学校

十日町山地 14：40～15：00 赤　倉　分　校

4月13日

　囲

吉　　　田

9：00～9：40 吉田出張所
10：00～10：10 名ケ山小学校
10：30～11：00 真田小学校

八　　　箇 13：30～14：00 八箇小学校
六　　　箇 14：30～15：00 六箇出張所

　
百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風

三
種
混
合
一
期
三
回
目
の
予
防
接
種

を
下
表
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

一
期
該
当
者
　
①
昭
和
五
十
一
年
四

月
二
日
～
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。
②
昭
和
四
十

九
年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
人

で
未
接
種
者
。

一
期
接
種
方
法
約
一
ヵ
月
の
間
隔

で
三
回
接
種
す
る
こ
と
に
よ
り
基
礎

免
疫
が
で
き
完
了
と
な
り
ま
す
（
最

低
一
期
二
回
接
種
す
る
こ
と
で
完
了

と
み
な
し
ま
す
。
）

接
種
前
の
注
意
　
①
前
日
入
浴
を
さ

せ
、
清
潔
な
肌
着
を
き
せ
ま
し
ょ
う
。

②
接
種
日
の
朝
、
体
温
測
定
を
忘
れ

　　国民健康保険
　　　　保険証が新しくなります
　国民健康保険被保険者のみなさん、4月1日から保険証が

新しくなりr黄色」にかわります。

　いままでの被保険者証（桃色）では3月31日限りで保険診

療を受けることができなくなりますのでご注意ください。

　いままでの被保険者証（桃色）は4月になったら、嘱託員

さんを通してお返しください。（㊥・㊥証も一諸にお願いしま

す）

　受診するときには保険証を必ず窓口に提出してください。

ず
に
。
③
印
か
ん
、
母
子
手
帳
を
忘

れ
ず
に
。
④
有
熱
者
、
病
後
衰
弱
の

著
し
い
人
、
そ
の
他
医
師
が
不
適
と

認
め
た
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

実
施
地
区
名

月
　
　
　
日

受
　
　
付
　
　
時
　
　
間

実
施
会
場

吉
　
　
田
　
　
全
　
　
域

4
月
1
7
日
図

午
後
1
時
4
0
分
～
2
時
2
0
分

吉
田
出
張
所

中
　
　
条
　
　
全
　
　
城

中
条
公
民
館

下
　
　
条
　
　
全
　
　
域

4
月
1
8
日
困

午
後
1
時
2
0
分
～
2
時

下
条
公
民
館

川
　
　
治
　
　
地
　
　
区

（
高
田
町
四
・
五
丁
目
を
除
く
）

六
　
　
箇
　
　
全
　
　
域

午
後
1
時
4
0
～
2
時
3
0
分

川
治
公
民
館

水
　
　
沢
　
　
全
　
　
城

4
月
1
9
日
㈱

午
後
1
時
30
分
～
2
時
1
5
分

水
沢
出
張
所

十
　
日
　
町
地
　
区

（
国
道
よ
り
東
側
区
域
）

新
座
・
大
井
田
地
区

午
後
1
時
40
分
～
2
時
30
分

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

十
　
日
　
町
地
　
区

（
国
道
よ
り
西
側
区
域
）

川
　
治
　
の
　
一
　
部

（
高
田
町
四
・
五
丁
目
）

4
月
2
0
日
囲

午
後
1
時
4
0
分
～
2
時
3
0
分

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

4
月
1
1
日

　
（
水
）

午
後
－
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

53
年
B
月

生
れ
の
人

域全

い七
」だくでいおはたかの月当該もてくなが知通人個

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

4
月
B
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

52
年
10
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

4
月
18
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

50
年
1
0
月

生
れ
の
人

育
児
相
談

4
月
2
0
日

　
（
金
）

午
後
1
時
半

～
4
時

十
日
町
公
民
館

53
年
1
0
月

n
月
生
れ

の
人

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

ゴ
ミ
収
集
日
変
更

　
四
月
か
ら
ゴ
ミ
取
集
β
が
一
部
変

更
に
な
り
ま
し
た
。
も
う
一
度
収
集

計
爾
表
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ゴ
ミ
収
集
月
に
は
、
つ
ぎ
の
こ
と

に
ご
脇
力
く
だ
さ
い
。

◎
ゴ
ミ
敬
集
β
に
は
ス
テ
ー
シ
葺
ン

の
近
く
に
車
を
駐
薫
耀
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

＠
ゴ
ミ
は
叡
集
β
当
β
の
朝
早
く
出

し
ま
し
よ
う
◇

◎
や
ぶ
れ
や
す
い
袋
に
入
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

一
1
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）

…
　
　
　
　
8
2
の
2
1
7
4
番
㎜

｝
8
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）
　
…

…
　
　
、
　
奮
2
の
3
2
7
6
番
…

㎜
1
5
目
　
池
田
医
院
（
本
町
西
一
）
…

…
　
　
　
　
奮
2
の
2
5
8
1
番
皿

…
2
2
日
　
十
日
町
病
院
（
高
田
町
二
南
）
一

…
　
　
　
　
溶
7
の
5
5
6
6
番
…

㎜
2
9
日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
…

…
（
天
皇
誕
生
日
）
饗
2
の
3
2
6
9
番
…

…
30
日
庭
野
医
院
（
神
明
町
）
…

…
　
　
　
　
盈
2
の
2
7
1
1
番
…

○
：

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
○

　
　
嵩離　

　
赫
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当次

1
選
管
最
終
発
表
1

一
四
、
三
五
六
票

諸
里
　
正
典

一
二
、
六
〇
四
票

丸
山
　
尚
政

五
、
四
〇
二
票

岡
田
　
民
雄

42

鉦
1、、、

　●

新

57

鉦
1、、、

　●

新

49

鉦
1、、、

　●

新

3
…
…
…
…
9
…
…
…
…
…
…
…

　　愛審山の権満關
　愛宕山の桜が見事に咲きました。今年

はウソの被害もなく桜の木も大きくなっ

てまさに壮観でした．しかし、連日の花

冷えと激烈を極めた地方選のために人出

はすくなく満開の桜も心なしか淋しそう

でした。桜まつりは29日まで続きます。

緯
議
欝
議
撮
馨
纏

当当当当当当当当当当当当当当当当当樋金小佐樋小佐風宮一吉上大南岡庭越水　　　　　　　　　、　　　　　　　
一　　　畠　　 ＿　　 ＿　　 ＿　　 ＿　　 ＿

、
七
四
二
票

野
　
　
寛
　
男
　
4
7

、
五
六
七
票

村
　
　
大
　
吉
　
弱

、
三
四
七
票

野
　
　
耕
　
策
　
56

、
二
五
四
・
六
六
九
票

村
　
　
清
　
一
　
6
6

、
一
九
六
票

雲
　
　
金
　
一
　
4
8

、
　
一
八
六
・
二
一
四
票

島
　
　
昭
　
三
　
51

、
一
六
四
票

村
　
　
仁
　
平
　
6
0

、
　
一
五
二
・
四
九
五
票

田
　
　
正
　
三
　
6
4

　
一
五
一
票

沢
　
　
健
　
一
　
4
9

一
、
〇
九
九
票

間
　
又
五
郎
　
6
7

、
○
八
七
・
七
四
三
西
示

藤
　
　
利
雄
　
54

、
〇
四
八
・
四
四
〇
票

林
　
　
辰
雄
　
5
0

、
〇
四
七
・
七
二
六
票

口
　
　
熊
蔵
　
5
9

、
〇
三
五
・
四
一
九
票

藤
　
　
勝
　
巳
　
6
1

　
九
八
一
・
O
八
七
票

杉
　
　
清
　
一
　
5
7

　
九
七
二
票

子
　
　
幸
造
　
4
7

　
　
九
六
］
・
〇
四
五
面
示

熊
　
　
清
　
一
　
6
9

当当
斎遠

　
　
　
当

　
　
　
　
滝

　
　
　
当

　
　
　
　
佐

無
新
当
橋

無
現
当
根

無
新
　
当

　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
ノ

無
元
　
当

　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
ノ

無
現
　
　
当

　
　
　
　
樋

共
現
　
当

　
　
　
　
尾

無
新
　
　
当

　
　
　
　
　
￥

　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
ノ

無
現
　
　
次

　
　
　
　
大

無
現

自
現

公
現

佐竹

　
九
五
八
票

田
　
　
金
市
　
54

　
九
五
二
票

木
　
　
正
　
義
　
5
3

　
九
五
〇
票

沢
　
　
重
　
治
　
56

　
九
四
八
・
八
八
三
票

藤
　
　
一
　
男
　
52

　
九
四
七
票

本
　
　
貞
　
一
　
5
9

　
九
四
〇
票

津
　
　
新
作
　
6
8

　
九
一
八
・
四
一
五
票

宮
山
達
　
男
　
64

　
八
八
七
票

海
　
　
徳
治
6
3

　
八
八
四
・
二
七
三
票

ロ
　
　
久
　
一
　
54

　
八
七
三
票

身
　
　
武
　
志
　
64

　
八
五
一
二
四
三
票

林
　
　
正
俊
6
9

　
八
三
九
・
二
八
九
票

島
　
　
清
松
　
36

　
八
○
○
上
四
八
票

藤
　
　
誠
　
一
　
5
6

　
五
九
三
票

内
　
　
　
真
　
7
6

議

無
現

無
現

社
現

無
新

共
現

無
現

無
新

無
現

無
現

無
現

無
現

社
現

無
現

無
現

無
現

無
新

無
新

無
元

無
元

社
現

壽議会議言選挙結果

　　　　　　　（）内は市

34，382

32，698

（32．697）

　1，684

（1，685）

　95．10

当日有権者数

投票者数

棄権者数

投票率


